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●特記事項 

今回の出張ではｍドムカル・ゴンマにおける農

林地の所有区分、利用状況などを聞き取るとと

もに、目視で植林地の分布状態を確認した。農

林地は、聞き取り対象者の空間把握能力が高く、

実状に詳しかったためにゴンマとクラムリック

はほぼ確定できた。植林地の分布では、キュ来

の河川沿いと農地の周囲のほか、農地からの転

換が一部で進んでいることが判明した。 

ラダーク・ドムカル村森林調査（2010 年春） 

 

2010 年 3 月 17 日～29 日 主要訪問国名など：ジャンムー・カシミール州 

写真１ 写真２ 

 

3 月 17 日 関西空港－バンコク－デリー 
3 月 18 日 デリー－レー 
3 月 19 日 レーにて高度順化 
3 月 20～25 日 ドムカル・ゴンマにて滞在。農林地の所有、森林の分布状況を調査 
3 月 26 日 ドムカル・ゴンマにて水路と農地利用状況を調査、ドムカル－アルチ 
3 月 27 日 アルチにてチベット仏教の調査、アルチ－レー 
3 月 28 日 レー－デリー－バンコク 
3 月 29 日 バンコク－関西空港 

ゴンマに関しては農地と植林地のポリゴン化を進められる状況が整った。 

出張者（所属）：竹田晋也（京大），野瀬光弘（地球研） 

農地所有状況を地図で確認中 

 
典型的な農地における Dokchang の配置 

 
Dokchang の萌芽枝を樹上で乾燥 


